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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:500,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン/スレオニンプロテインキナーゼであり、dsRNAに結合した後に自己リン酸化によって活性化されます。コードされているタンパク質の活性化型は、翻訳開始因子EIF2S1をリン酸化することができ、その結果、タンパク質合成が阻害されます。このタンパク質は、マンガンイオンおよびヘパリンによっても活性化されます。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	EIF2AK2マウスmAbを用いたA431（1）、THP-1（2）、MCF-7（3）、PC-12（4）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	EIF2AK2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A431 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	EIF2AK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	EIF2AK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	EIF2AK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ腎臓の免疫組織化学分析。
	

	EIF2AK2 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ウサギ直腸の免疫組織化学分析。

